
徳徳
島島

徳
島
は
8
月
12
日
、
徳
島
市
で

開
催
さ
れ
る
阿
波
踊
り
の
開
幕
日

に
合
わ
せ
、
徳
島
駅
前
で
ス
タ
ー

ト
宣
伝
行
動
を
行
い
ま
し
た
。6

人
が
参
加
し
、18
筆
の
署
名
が
集

ま
り
ま
し
た
。
中
学
生
6
人
組
か

ら
「
が
ん
ば
っ
て
〜
」
と
エ
ー
ル

を
も
ら
う
な
ど
、
あ
た
た
か
い
反

応
が
あ
り
ま
し
た
。
署
名
を
呼
び

か
け
る
ア
ナ
ウ
ン
ス
と
と
も
に
テ

ン
ポ
の
良
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
を
流

し
て
宣
伝
す
る
と
、
信
号
待
ち
の

若
者
た
ち
が
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
ノ

リ
ノ
リ
に
。
対
話
も
弾
み
、
署
名

と
記
念
撮
影
を
お
願
い
す
る
と
、

快
く
応
じ
て
く
れ
ま
し
た
。

北北
海海
道道

北
海
道
は
9
月
4
日
、
札
幌
大

通
公
園
で
ス
タ
ー
ト
宣
伝
行
動
を

行
い
ま
し
た
。
9
人
が
参
加
し
、

過
酷
な
現
場
実
態
や
低
賃
金
が
続

く
こ
と
で
人
手
不
足
に
拍
車
が
か

か
っ
て
い
る
こ
と
、
受
け
た
い
と

き
に
必
要
な
医
療
を
受
け
ら
れ
な

く
な
る
危
機
に
あ
る
こ
と
を
訴

え
、
署
名
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。
署
名
に
応
じ
た
人
の
な

か
に
は
「
周
り
に
も
広
め
た
い
」

と
署
名
用
紙
を
持
ち
帰
る
人
も
お

り
、
複
数
枚
の
署
名
用
紙
を
手
渡

し
ま
し
た
。

岡岡
山山

岡
山
は
、
8
月
29
日
、
岡
山
駅

前
で
秋
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
行
動
の
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
現
場
か

ら
の
3
分
間
ス
ピ
ー
チ
で
は
、「
人

手
不
足
は
限
界
ま
で
来
て
い
る
」

「
患
者
さ
ん
か
ら
『
あ
な
た
の
賃

金
を
上
げ
て
ほ
し
い
』
と
言
わ
れ

た
」
な
ど
、
職
場
で
起
き
て
い
る

生
々
し
い
実
態
を
訴
え
ま
し
た
。

署
名
を
呼
び
か
け
る
と
、
た
く
さ

ん
の
人
が
足
を
止
め
、
「
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
」
「
私
の
子
ど
も
も

看
護
師
で
す
」な
ど
と
激
励
さ
れ
、

署
名
に
応
じ
て
く
れ
ま
し
た
。

富富
山山

富
山
は
9
月
5
日
、
富
山
駅
前

で
ス
タ
ー
ト
宣
伝
行
動
を
行
い
ま

し
た
。
16
人
が
参
加
し
、
8
人
が

現
場
の
実
態
を
リ
レ
ー
ト
ー
ク
で

訴
え
ま
し
た
。
30
分
余
り
の
宣
伝

行
動
で
19
筆
の
署
名
が
集
ま
り
ま

し
た
。
署
名
に
応
じ
た
人
の
な
か

に
は
、
「
親
が
看
護
師
を
し
て
い

ま
す
」
と
い
う
高
校
生
も
。
呼
び

か
け
に
応
じ
て
、
す
ぐ
に
駆
け
寄

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

和和
歌歌
山山

和
歌
山
は
9
月
5
日
、
和
歌
山

駅
前
で
宣
伝
行
動
を
行
い
ま
し

た
。
18
人
が
参
加
し
、
「
看
護
師

増
や
せ
、
介
護
士
増
や
せ
」
の
音

楽
に
合
わ
せ
て
、
現
場
か
ら
5
人

が
マ
イ
ク
を
握
り
ま
し
た
。
医
療

・
介
護
・
福
祉
現
場
の
職
員
の
賃

上
げ
が
置
き
去
り
に
さ
れ
て
い
る

実
態
を
訴
え
、
署
名
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

福福
岡岡

福
岡
は
9
月
5
日
、
博
多
駅
前

で
宣
伝
行
動
を
行
い
ま
し
た
。
外

国
人
も
多
く
行
き
交
う
博
多
駅
前

で
、
大
会
終
了
後
に
45
人
が
参
加

し
、26
筆
の
署
名
を
集
め
ま
し
た
。

２
０
２
６
年
秋
・
い
の
ち
ま
も
る
キ
ャ
ラ
バ
ン

行
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
雨
の
中
、
各
地
で

宣
伝
行
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
一
部
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

徳
島

会
議
冒
頭
で
は
、
米
沢
哲
書
記

長
か
ら
26
春
闘
・
26
夏
季
一
時
金

闘
争
の
到
達
を
ふ
ま
え
て
、
秋
闘

方
針
の
補
強
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

米
沢
書
記
長
は
、
26
春
闘
の
賃
上

げ
平
均
額
は
1
万
1
1
5
0
円
で

30
年
ぶ
り
の
賃
上
げ
水
準
に
な
っ

た
一
方
、
他
産
業
と
の
賃
金
格
差

は
広
が
っ
て
い
る
と
報
告
。ま
た
、

夏
季
一
時
金
の
回
答
状
況
も
昨
年

比
で
微
増
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、

報
酬
改
定
や
物
価
対
応
策
は
あ
る

も
の
の
、
依
然
、
経
営
状
況
が
厳

し
い
な
か
26
秋
闘
を
迎
え
る
と
分

析
し
ま
し
た
。

続
い
て
26
秋
闘
は
、
こ
の
間
一

時
金
が
ま
っ
た
く
上
が
っ
て
い
な

い
状
況
を
ふ
ま
え
て
、
一
時
金
引

き
上
げ
に
こ
だ
わ
る
方
針
を
提

起
。
物
価
高
騰
に
負
け
な
い
生
計

費
原
則
に
基
づ
く
一
時
金
と
し

て
、
3
・
5
カ
月
以
上
＋
α
を
要

求
す
る
と
し
ま
し
た
。
非
正
規
雇

用
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
多
く
の

職
場
で
「
支
給
な
し
」
「
一
律
支

給
」
な
ど
の
不
合
理
な
格
差
が
常

態
化
し
て
い
る
た
め
、
ゼ
ロ
回
答

を
許
さ
ず
正
職
員
に
準
じ
た
一
時

金
の
支
給
を
追
求
す
る
と
し
ま
し

た
。
そ
し
て
そ
れ
ら
要
求
に
確
信

と
こ
だ
わ
り
を
も
ち
、
26
秋
闘
を

た
た
か
い
抜
く
た
め
に
も
職
場
で

学
習
や
情
勢
の
周
知
徹
底
が
不
可

欠
で
あ
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、

10
％
以
上
の
報
酬
引
き
上
げ
を
掲

げ
た
「
ケ
ア
労
働
者
の
さ
ら
な
る

処
遇
改
善
を
求
め
る
署
名
」
を
提

起
。
署
名
の
形
態
は「
団
体
署
名
」

「
個
人
署
名
」と
、
同
内
容
の
「
オ

ン
ラ
イ
ン
署
名
」
も
紹
介
し
ま
し

た
。
併
せ
て
、
26
春
闘
で
取
り
組

ん
だ
国
会
議
員
賛
同
署
名
や
、
自

治
体
請
願
・
陳
情
に
取
り
組
む
こ

と
を
提
起
し
ま
し
た
。

９
月
２
日
、
２６
秋
闘
で
ケ
ア
労
働
者
の
大
幅
賃
上
げ
を
実
現
す
る
た

め
、
書
記
長
会
議
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
。
５
全
国
組
合
３８
県
医
労
連

７２
人
が
参
加
し
、
２６
秋
闘
方
針
を
確
認
し
ま
し
た
。

厚
生
労
働
省
は

7
月
、
2
0
4
0

年
を
見
据
え
た

「
地
域
医
療
構
想

策
定
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
示
し
た
。

病
床
機
能
に
加

え
、
外
来
、
在
宅
、
介
護
と
の
連

携
、
人
材
確
保
ま
で
対
象
を
広
げ

る
。人
口
減
少
と
高
齢
化
の
な
か
、

地
域
で
必
要
な
医
療
を
ど
う
守
る

か
。
暮
ら
し
に
直
結
す
る
課
題
で

あ
る
▼
だ
が
、
医
療
需
要
の
推
計

に
懸
念
が
あ
る
。
推
計
は
2
0
2

4
年
の
レ
セ
プ
ト
に
よ
る
入
院
受

療
率
に
将
来
人
口
を
掛
け
、
病
床

削
減
や
在
院
日
数
短
縮
等
の
「
改

革
モ
デ
ル
」
を
反
映
す
る
。
試
算

で
は
、
2
0
2
5
年
に
1
1
6
・

4
万
床
の
病
床
を
2
0
4
0
年
に

は
1
0
6
・
9
万
床
へ
減
ら
す
。

急
性
期
は
50
万
床
か
ら
24
万
床
へ

半
減
す
る
▼
レ
セ
プ
ト
に
表
れ
る

の
は
、
医
療
を
受
け
た
人
だ
け
で

あ
る
。
病
院
が
遠
い
、
医
療
者
が

足
り
な
い
、
経
済
的
に
受
診
で
き

な
い
。
そ
の
医
療
ニ
ー
ズ
は
数
字

に
表
れ
な
い
。
患
者
住
所
で
は
な

く
医
療
機
関
所
在
地
を
基
本
に
病

床
数
を
算
出
す
れ
ば
、
患
者
が
地

域
外
へ
流
出
す
る
ほ
ど
「
需
要
が

少
な
い
」と
判
断
さ
れ
、地
域
格
差

を
固
定
し
か
ね
な
い
▼
75
歳
以
上

の
急
性
期
患
者
の
5
割
を
包
括
期

に
見
込
む
考
え
方
も
重
大
だ
。
年

齢
だ
け
で
医
療
の
水
準
は
決
ま
ら

な
い
。
人
員
配
置
の
薄
い
病
床
へ

重
症
患
者
を
移
せ
ば
、
患
者
の
安

全
と
職
員
の
負
担
は
ど
う
な
る
の

か
。
病
床
を
減
ら
す
政
策
に
需
要

を
合
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、
住
民

が
必
要
と
す
る
医
療
か
ら
出
発
す

べ
き
だ
。構
想
の
協
議
に
患
者
、住

民
、医
療
労
働
者
の
声
を
反
映
さ

せ
、
必
要
な
病
床
と
人
員
を
守
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

夜
勤
改
善
・
大
幅
増
員
を
ア
ピ
ー
ル

賃
上
げ
・
夜
勤
改
善
・
増
員
求
め
キ
ャ
ラ
バ
ン
始
動

賃
上
げ
・
夜
勤
改
善
・
増
員
求
め
キ
ャ
ラ
バ
ン
始
動

賃
上
げ
・
夜
勤
改
善
・
増
員
求
め
キ
ャ
ラ
バ
ン
始
動

賃
上
げ
・
夜
勤
改
善
・
増
員
求
め
キ
ャ
ラ
バ
ン
始
動

富
山
・
行
動
参
加
の
み
な
さ
ん

徳島・「がんばって～！」とエールを
くれた中学生たちと記念撮影

和
歌
山
・
行
動
参
加
の
み
な
さ
ん

福
岡
・
行
動
参
加
の
み
な
さ
ん

一時金引き上げ重点
さらなる処遇改善目指す

北海道札幌市大通公園での署名の様子

岡山駅前での署名行動の様子

26
秋
闘

26
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闘
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中
央
社
保
協
は
、
「
国
の
責
任
で
社
会
保
障

制
度
の
充
実
を
求
め
る
請
願
署
名
（
新
２５
条
署

名
）
」
を
開
始
。
日
本
医
労
連
も
、
こ
の
署
名

の
積
極
的
な
取
り
組
み
を
呼
び
か
け
ま
す
。

社
会
保
障
負
担
率
減
＝

保
険
料
減
で
は
な
い

高
市
政
権
は
現
役
世
代
の
保
険

料
率
の
上
昇
抑
制
や
引
き
下
げ
を

目
指
し
、
「
25
年
度
に
比
べ
て
社

会
保
障
負
担
率
を
伸
ば
さ
な
い
」

と
い
う
目
標
を
打
ち
出
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
社
会
保
障
負
担
率

が
下
が
る
こ
と
が
即
ち
、
私
た
ち

国
民
の
負
担
が
減
る
と
い
う
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

社
会
保
障
負
担
率
と
は
、
国
民

所
得
（
企
業
の
営
業
利
益
や
働
く

人
の
賃
金
な
ど
）
に
対
す
る
社
会

保
障
負
担
（
個
人
と
企
業
が
納
め

た
社
会
保
険
料
の
総
額
）
の
割
合

を
示
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
分
母

で
あ
る
国
民
所
得
が
上
が
れ
ば
、

社
会
保
障
負
担
率
は
下
が
り
ま

す
。
ま
た
、
社
会
保
険
料
は
日
本

で
は
被
用
者
と
雇
用
主
の
負
担
割

合
は
ほ
ぼ
折
半
で
す
が
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
加
盟
国
で
は
社
会
保
障
負
担
率

は
高
く
て
も
被
用
者
負
担
が
少
な

い
国
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
社
会

保
障
の
財
源
は
社
会
保
険
料
だ
け

で
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
は
な

く
、
保
険
料
の
他
に
公
費
（
税
・

国
債
）
、
事
業
主
負
担
な
ど
、
複

数
の
財
源
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

い
る
の
で
、
国
や
自
治
体
の
公
費

負
担
を
増
や
す
方
法
も
あ
り
ま

す
。
国
は
社
会
保
障
の
負
担「
額
」

で
は
な
く
「
率
」
を
下
げ
る
と
言

っ
て
い
る
の
で
、
負
担
割
合
を
見

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

給
付
削
減
の
狙
い

国
は
社
会
保
障
負
担
率
を
下
げ

る
た
め
に
、
社
会
保
障
給
付
を
削

減
し
ま
し
た
。
「
高
額
療
養
費
制

度
」
の
負
担
上
限
引
き
上
げ
は
、

月
額
わ
ず
か
1
1
6
円
の
社
会
保

険
料
軽
減
と
引
き
換
え
に
、
重
篤

な
疾
患
を
抱
え
る
患
者
を
経
済
的

に
い
の
ち
の
危
機
に
追
い
詰
め
る

改
悪
で
す
。
来
年
3
月
か
ら
実
施

さ
れ
る
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
外

し
は
、
25
％
の
患
者
負
担
増
に
つ

な
が
り
ま
す
。
月
額
33
円
の
保
険

料
軽
減
の
裏
で
、
実
質
の
窓
口
負

担
割
合
は
3
割
か
ら
5
割
、
2
割

か
ら
4
割
、
1
割
か
ら
3
割
に
激

増
し
ま
す
。
さ
ら
に
今
後
、
高
齢

者
窓
口
負
担
の
引
き
上
げ
、
介
護

保
険
の
利
用
料
2
割
負
担
の
対
象

者
拡
大
も
狙
っ
て
い
ま
す
。

社
会
保
険
料
を
抑
え
、
給
付
を

削
減
し
、
患
者
・
利
用
者
の
自
己

負
担
を
増
や
す
。
国
民
は
保
険
料

が
少
し
減
る
代
わ
り
に
、
窓
口
で

よ
り
多
く
支
払
う
こ
と
に
な
っ
た

り
、
必
要
な
医
療
・
介
護
を
我
慢

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
方
、

受
診
が
抑
制
さ
れ
れ
ば
、
医
療
費

そ
の
も
の
が
減
少
す
る
の
で
、
そ

の
結
果
、
保
険
料
だ
け
で
な
く
企

業
や
国
が
負
担
す
る
医
療
費
も
減

少
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
つ
ま

り
、
給
付
の
削
減
が
単
純
に
「
国

民
の
負
担
軽
減
」
に
な
る
わ
け
で

な
く
、
必
要
な
社
会
保
障
が
削
減

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ

は
国
民
に
別
の
形
で
の
負
担
を
強

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
政
府
が

い
う
社
会
保
障
負
担
率
の
軽
減
と

は
、
社
会
保
障
費
用
（
負
担
）
の

付
け
替
え
を
行
い
、
負
担
割
合
を

変
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

憲
法
を
守
り
活
か
す
た
め
に

日
本
国
憲
法
第
25
条
1
項
で

「
す
べ
て
の
国
民
は
、
健
康
で
文

化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む

権
利
を
有
す
る
」
と
し
、
2
項
で

「
国
は
、
す
べ
て
の
生
活
部
面
に

つ
い
て
、
社
会
福
祉
、
社
会
保
障

及
び
公
衆
衛
生
の
向
上
及
び
増
進

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

定
め
て
い
ま
す
。
ま
た
日
本
国
憲

法
が
示
す
税
負
担
の
原
則
は
「
応

能
負
担
原
則
」
で
す
。
応
能
負
担

原
則
を
支
え
る
税
率
構
造
「
累
進

課
税
」
は
、
所
得
が
高
い
ほ
ど
税

率
が
上
が
る
仕
組
み
で
、
社
会
保

障
の
「
所
得
再
分
配
機
能
」
を
担

う
重
要
な
要
素
で
す
。
大
企
業
や

富
裕
層
ほ
ど
優
遇
さ
れ
る
現
在
の

不
公
平
な
税
制
を
た
だ
せ
ば
、
65

兆
円
の
財
源
が
生
ま
れ
ま
す
。

憲
法
12
条
で
は
、
私
た
ち
国
民

に
、
憲
法
が
保
障
す
る
自
由
及
び

権
利
を
守
る
た
め
に
、
「
不
断
の

努
力
」
が
重
要
だ
と
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
憲
法
を
守
り
、
活
か
す
た

め
に
も
、
「
社
会
保
障
の
充
実
は

国
の
責
任
」
で
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
、
大
企
業
や
富
裕
層
に
公

正
な
負
担
を
求
め
る
声
を
大
き
く

広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

社
会
的
役
割
に
ふ
さ
わ
し
い
賃
金

・
労
働
条
件
を
実
現
す
る
に
は
、
単

組
・
支
部
で
の
労
使
交
渉
で
改
善
を

勝
ち
取
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
同
時

に
、
企
業
内
の
労
使
関
係
だ
け
で
は

乗
り
越
え
ら
れ
な
い
課
題
が
あ
り
ま

す
。
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
の
引
き

上
げ
、
人
員
配
置
の
改
善
、
夜
勤
負

担
の
軽
減
な
ど
、
制
度
改
善
や
法
規

制
を
国
や
政
府
に
求
め
る
産
別
統
一

闘
争
が
必
要
で
す
。

職
場
の
枠
を
こ
え
て
、
共
通
す
る

要
求
を
経
営
者
や
国
・
政
府
な
ど
に

か
か
げ
、
そ
の
実
現
を
め
ざ
す
役
割

を
担
う
の
が
日
本
医
労
連
で
す
。

「
産
別
統
一
闘
争
」
っ
て
？

産
別
統
一
闘
争
と
は
、
企
業
の
枠

を
超
え
、
同
じ
産
業
で
働
く
労
働
者

の
「
共
通
の
目
標
（
要
求
）
を
設
定
」

し
、
運
動
形
態
や
日
程
を
調
整
し
て

「
一
斉
に
行
動
す
る
（
統
一
行
動
）
」

こ
と
に
よ
り
、
労
働
条
件
の
平
準
化

を
図
り
、
全
体
の
水
準
を
向
上
さ
せ

る
（
格
差
を
な
く
し
引
き
上
げ
る
）

た
た
か
い
で
す
。

な
ぜ
共
通
の
要
求
を
か
か
げ
る
の
？

一
つ
の
労
働
組
合
だ
け
の
要
求
で

は
、
企
業
内
の
状
況
に
左
右
さ
れ
る

た
た
か
い
に
と
ど
ま
り
ま
す
。
企
業

の
枠
を
こ
え
て
、
産
業
全
体
の
共
通

す
る
要
求
を
設
定
し
ま
す
。
要
求
提

出
期
限
を
定
め
、
回
答
指
定
日
、
統

一
行
動
日
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
合
わ

せ
て
、
一
斉
に
取
り
組
め
る
よ
う
要

求
書
を
提
出
し
ま
す
。

な
ぜ「
回
答
指
定
日
」を
設
け
る
の
？

要
求
書
に
対
す
る
回
答
を
、
回
答

指
定
日
に
一
斉
に
引
き
出
し
ま
す
。

経
営
者
に
「
他
の
と
こ
ろ
の
回
答
を

見
て
か
ら
」
と
様
子
見
を
さ
せ
な
い

た
め
、
同
日
に
団
体
交
渉
を
設
定
し

て
の
ぞ
み
ま
す
。
要
求
提
出
か
ら
妥

結
ま
で
、
統
一
し
て
た
た
か
う
こ
と

が
重
要
で
す
。

な
ぜ
一
斉
に
行
動
す
る
の
？

職
場
の
労
使
交
渉
だ
け
で
は
実
現

で
き
な
い
要
求
を
前
進
さ
せ
る
た
め

に
は
、
国
や
政
府
に
働
き
か
け
、
国

民
世
論
を
味
方
に
つ
け
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

全
国
の
仲
間
が
統
一
行
動
日
に
一

斉
に
声
を
上
げ
、
私
た
ち
の
要
求
を

広
く
社
会
に
知
ら
せ
ま
す
。
職
場
や

地
域
を
こ
え
て
仲
間
が
声
を
合
わ

せ
、
世
論
を
広
げ
る
こ
と
が
、
要
求

を
実
現
す
る
大
き
な
力
に
な
り
ま

す
。

２６
秋
闘
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。全
国
の
仲
間
が
共
通
の
要
求
を
か
か
げ
、

一
斉
に
要
求
を
提
出
し
、
回
答
を
引
き
出
し
、
行
動
す
る
―
―
。
日
本
医
労
連

が
大
切
に
し
て
き
た
「
産
別
統
一
闘
争
」
で
す
。
な
ぜ
職
場
や
経
営
の
違
い
を

こ
え
て
、
要
求
と
行
動
を
そ
ろ
え
て
た
た
か
う
の
で
し
ょ
う
か
。
「
産
別
統
一

闘
争
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
か
ら
、
そ
の
意
味
と
基
本
を
学
び
ま
す
。

現共済システムの老朽
化にともない、新システ
ムを導入しました。

単組コードの運用を下記のとおりとします。
以下の①②の単組・支部については今まで通りの運用です。

①組織一律共済未加入の単組・支部、組織一律共済と個人共
済が同一コードの単組・支部については変更はありませ
ん。

②以下の単組・支部についても変更はありません。
山梨民医労・静岡民医労・兵庫民医労

③対象となる単組・支部は、組織一律共済の加入があり、個
人・火災共済加入の単組コードが別々となっている単組・
支部です。対象の単組・支部については、個人・火災共済
の単組コードに統一されます。

単組コードが統一される単組・支部の変更点は下記の4つ
になります。
①加入申込書：一律の申込みでも、個人共済の単組コードで
申込みください。一律共済、個人共済同時加入の場合は1
枚での申込みとなります。

②変更異動解約届：1枚で手続きが完了します。単組コード
は個人共済の単組コードを記入ください。

③共済掛金についてのお知らせ：単組コードが統合されるた
め組織一律共済と個人共済の請求がまとめて1枚に明記
されます。

④共済金支払請求書：いままで「団結・組織一律共済共済金
支払請求書」と「個人・火災共済共済金支払請求書」と支
払請求書は別でしたが、まとめて1枚で請求できます。

※慶弔共済の請求は今まで通り請求してください。

詳細につきましては、医労連共済のホームページの組合員
専用ページに掲載していますので、ご確認をよろしくお願い
致します。

「産別統一闘争ハンドブック」では、産別に結集し
てたたかう意味や、統一要求・回答指定日・統一行
動の基本、日本医労連が産別統一闘争で要求を実現
してきた歴史を紹介しています。職場・単組でハン
ドブックを活用して学び、要求や職場の課題を話し
合い、産別統一闘争を一歩前にすすめましょう。ホ
ームページ「学習資料」からダウンロード可能です。

Tax The RichTax The RichTax The Rich
新２５条署名を広げよう

―富裕層に課税せよ―

新
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
る
変
更
に
つ
い
て

【取り組み期間】2026年8月～27年4月末
【目標】1人5筆以上（詳細発010号参照）

なぜ「産別」でたたかうの？
いま学ぼう！産別統一闘争

「産別統一闘争ハンドブック」で学ぼう！

２６
秋
闘
の
要
求
提
出
期
限
は
１０
月
２３
日
で
す

２６
秋
闘
の
要
求
提
出
期
限
は
１０
月
２３
日
で
す

新
25
条
署
名「
Ｔ
ａ
ｘ

Ｔ
ｈ
ｅ

Ｒ
ｉ
ｃ
ｈ
」


